
枚方市立枚方中学校 

危機管理マニュアル 

１．防災計画 

 

第 1章 総則 

 

 第 1節 目的 

   （目的） 

第1条 この計画は、消防法第8条第1項に基づき、枚方市立枚方中学校における防火管理業務に

ついて必要な事項を定め、火災、震災、その他の災害の予防及び生徒・教職員の人命の安

全並びに被害を最小限に食い止めることを目的とする。 

 

 第 2節 防火管理者の権限及び計画の適用範囲 

   （消防計画の適用範囲） 

第2条 この計画は、本校に勤務する教職員および登校する生徒、その他出入りする全ての者に適用

するものとする。 

 

   （防火管理者及び事務局） 

    第 3条 防火管理者は教頭とし、事務局を生徒指導部安全教育担当におき、この計画の全ての事務を行 

うものとする。 

 

   （防火管理者の権限及び業務） 

     第 4条 防火管理者は、この計画についての一切の権限を有し、次の業務を行うものとする。 

       （１）消防計画の検討及び変更 

       （２）消火、通報、避難誘導の訓練の実施 

       （３）建築物、火気使用器具等の点検検査の実施及び監督 

       （４）消防用設備等の典型整備の実施及び監督 

       （５）収容生徒、教職員の管理 

       （６）管理権原者に対する助言、報告及びその他防火管理上必要な業務。 

 

    （消防機関への報告、連絡） 

     第 5条 防火管理者は、次の業務について、消防機関への報告、届け出及び連絡を行うものとする。 

       （１）消防計画の提出（改正の都度） 

       （２）消防用設備等の点検結果の報告 

       （３）消防用設備の点検及び火災予防上必要な検査の指導の要請 

       （４）教育訓練指導の要請 

       （５）その他、法令に基づく報告及び防火管理について必要な事項 

 



第2章 予防管理対策 

 

 第 1節 予防管理組織 

   （予防管理組織） 

    第 6条 予防管理組織は、火災予防のための組織と、自主点検、検査を実施するための組織とする。 

   

   （火災予防のための組織） 

    第7条 火災予防のための組織は、平素における火災予防及び地震時の出火防止を図るため、防火管理

者の元に、各教室及び特別教室ごとに火元責任者を置くものとし、下記のとおり定める。 

 

棟 階 教室（火元責任者） 

Ａ
棟 

３階 3-1・3-2・3-3・3-4・3-5（各担任） 

２階 1-4・1-5（各担任）、コンピュータ室（技術科主任）、多目的室（支援学級担任） 

１階 1-1・1-2・1-3（各担任）、支援学級1,2,3（各担任） 

Ｂ
棟 

３階 2-4・2-5（担任）、少人数A（英語科担当） 

２階 心の教室（生徒指導主事）、2-3（各担任）、少人数Ｂ（英語科担当） 

１階 2-1･2-2（各担任）、支援学級4（担任）、給食配膳室(教頭) 

C

棟 

２階 少人数C（英語科担当）、数学少人数（数学科担当）、少人数Ｂ（英語科担当） 

１階 支援学級５（担任）、支援学級６（担任）、通級指導教室（担任） 

管
理
棟 

３階 第１美術室・美術準備室（美術科主任）、書写室（国語科主任） 

PTA室（教頭）第１音楽室・音楽準備室（音楽科主任）、 

支援学級７（担任） 

２階 被服室・家庭科準備室・調理室（家庭科主任）、生徒会室（生徒会部長） 

第１理科室・第２理科室・理科準備室（理科主任） 

１階 職員室・教材室・休養室・相談室（事務・教頭）、校長室（校長） 

印刷室・給湯室・印刷室・更衣室（校務員）、放送室（視聴覚担当） 

保健室（養護教諭）、図書室（司書教諭） 

体育館 器具庫・管理室・控室・フロアー・ステージ（保健体育科主任） 

技術棟 木工室・金工室・準備室（技術科主任） 

 

   （火元責任者の業務） 

    第 8条 火元責任者は、次の業務を行うものとする。 

      （１）担当区域内の火気管理 

      （２）担当区域内の諸設備、器具の維持管理 

      （３）地震時における火気使用器具の使用停止及び安全措置 

      （４）防火管理の補佐 

 

   （自主点検・検査のための組織） 

    第 9 条 自主点検・検査は、平素の外観的な点検については各火元責任者が随時行い、消防設備等の

適正な維持管理をするための定期点検検査は点検資格者が行うものとする。 

 



   （自主点検・検査の報告） 

    第 10 条 自主点検・検査及び定期点検検査の結果は、点検者が防火管理者に報告し、防火管理者はそ

れを記録するものとする。 

 

   （不備欠陥事項の整備） 

    第11条 防火管理者は、建物及び消防設備等に不備欠陥事項がある場合は、速やかに校長に報告する

と共に必要な指示を得てその改修を図るものとする。 

 

第 3章 自衛消防活動対策 

 

 第 1節 自衛消防組織 

   （自衛消防隊の設置） 

    第 12 条 枚方市立枚方中学校の自衛消防組織として、校長を自衛消防隊長とした自衛消防隊を設置し、

その編成は下記のとおりとする。 

 

      【自衛消防隊組織編成表】 

 

 

総指揮  防火管理者 

校長 ―― 教頭 ―― 

避難誘導班 生徒指導主事、各学級担任 

消火班 男性職員 

重要物品 

搬出班 

教頭、担外、事務職員 

救護班 養護教諭、保健委員会担当者 

連絡班 教頭、事務職員、校務員 

 

   （通報連絡及び避難場所） 

    第 13 条① 火災発見と同時に、消防機関へ『所在地、名商及び目標物、火災の状況等』を通報するとと

もに、校長、各担任、市教委に急報する。 

         急報は、非常ベルを鳴らした後に、早々設備を活用して全員に周知し、避難経路により避難する。

但し、火災発生場所により適宜変更する。 

        ② 避難後の終結は運動場とし、人員点呼確認の上、防火管理者に報告する。 

 

第 4章 震災・風水害対策 

  

 第 1節 震災・風水害予防措置 

   （地震時の活動）⇒ 詳細は「２．地震等大規模災害発生時の対応」のとおり 

    第 14条 震災時の活動は、第 3章による。 

 

   （避難） 

    第 15条 震災時の避難は、次によるものとする。 

     （１）教員の行動 

       ①「地震。机の下に入れ」と指示する。 

       ②冬季はストーブの火を消し、元栓を閉める。 



       ③窓や戸を開き、脱出口を確保する。 

       ④状況により、校外避難の指示をする。 

       ⑤人員点呼をして、生徒の安全を確保する。 

       ⑥本部からの指示を待つ。 

 

     （２）生徒の行動 

       ①机の下に入ったり、堅牢なものの下に身を寄せる。 

       ②窓際の生徒は、ガラスの破片に注意する。 

       ③避難する時は、敏速に行動する。（押さない。走らない。しゃべらない） 

       ④天井や壁などの落下物に注意する。 

       ⑤電線の切断部に触れないこと。 

 

第 5章 防災教育及び訓練等 

 

 第 1節 防災教育及び訓練 

   （防災教育の時期） 

    第 16条 防火管理者は、次に示す時期に防災教育及び訓練を行うものとする。 

区分 実施日 内容 

教職員を対象とするもの 4月 

6 月 

講習 

実技演習 

生徒を対象とするもの 9月（地震）、11月（火災）等の対応と避難時の心得 

安全指導等についての知識と実際の訓練 

 

   （防災教育の内容） 

    第 17条 教職員への防災教育の内容は、次に示すものとする。 

     （１）防災計画の周知徹底 

     （２）火災予防上の遵守事項 

     （３）防火管理に関する各自の任務及び責任の周知徹底 

     （４）大規模災害発生時の対応に関する事項 

 

   （訓練の実施報告） 

    第 18 条 防火管理者は、自衛消防訓練等を実施する場合は、「自衛消防訓練通知書」により、消防署長

宛てに通知すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．地震等大規模災害発生時の対応 

 

震度５（強）以上の地震が発生した場合、学校は、「学校災害対策本部」を設置し、初期対応を行う。 

 

１．学校災害対策本部の設置 

    

 本部長（校長） 

 

総括本部 

○校長、教頭、防災担当者(生徒指導主事)を中心に教職員で構成 

○各班との連携のもと、校内の被災状況等の把握を行うとともに、枚方市

教育委員会との連絡にあたる。 

○被害の状況に応じ、一次避難場所への避難や応急対策の決定など、生徒、

教職員の安全確保に努める。 

○非常持ち出し書類等を搬出 

○報道関係等の対応 

 

避難誘導・安

否確認班 

○地震の揺れが収まった後、直ちに活動を開始し、生徒の安全確保、安否

確認、負傷者の有無及び規模の推定を行うとともに、避難誘導を行う。 

○クラス全員の安否を確認し、総括本部へ報告する。 

○安全確認した生徒等は、安全連絡カード等によりチェックする。 

○就業時以外の時間帯に被災した場合は、教育活動・授業の再開に向けて、

生徒、教職員の家族の被災状況及びその安否を早急に確認する。 

○生徒の保護者への引き渡しを安全・確実に実施する。 

○生徒の保護者への引渡しに当たっては、「４．学校の対応と各家庭への

緊急連絡について」に基き保護者への連絡を行う。 

消火・安全点

検班 

○火災が発生した場合は、初期消火活動を行う。 

○校内の被害状況を点検し、安全をチェックするとともに、被害状況によ

っては一次避難場所への避難路を確保する。 

○二次災害等の危険を防止するために必要な措置を講じる。 

救出・救急医

療班 

○養護教諭及び救命・救急経験者等を中心に組織する。 

○建物被害又は備品等の転倒等に巻き込まれた者の救出・救命にあたる。 

○避難誘導・安否確認班と密接な連携をとり、負傷した生徒、教職員や近

隣から校内に運び込まれた負傷者の保護に努め、必要に応じて、地域

医療救護拠点や病院など専門医療機関への搬送を行う。 

避難場所支

援班 

○近隣住民のための避難場所の開設・運営に係る対応を行う。 

 

 

 

 

 



２．学校災害対策本部の運営 

段階 班 各班の事務分掌と主な動き 

 

地震発生 

 

 

 

 

 

児童の保護

者への引き

渡し 

 

 

 

 

 

 

 

避難所開設 

総括本部 ○災害対策の総括指揮 

○各班との連絡調整 

○非常持ち出し品の搬出 

○枚方市教育委員会との連絡調整 

※被害発生から24時間以内に報告 

（「被害状況【別紙様式２】」児童生徒支援室宛 

 FAX 072-851-2187、または電子媒体） 

避難誘導・安否

確認班 

○生徒の安全確保、避難誘導、人員確認 

○生徒、教職員の安否確認 

○行方不明者の捜索 

○保護者への生徒の引き渡し 

○保護者との連絡が取れない生徒の保護 

消火・安全点検

班 

○初期消火活動 

○校舎施設整備の安全点検、危険物除去 

○被害状況の把握 

・施設等の構造的被害の程度を調査し連絡する。 

救出・救急医療

班 

○負傷者の救出 

○負傷者の応急手当、病院への搬送 

・職員２人１組で特定の区域の負傷者の救出・救命 

・各教室、体育館、トイレ等のチェック 

避難場所支援

班 

近隣住民のための避難所の開設・運営 

 

 

３．枚方市教育委員会への報告 

   本部長は被災の状況を報告するとともに、その後の対応について指示を受ける。 

 

４．学校の対応と各家庭への緊急連絡について 

≪学校の対応≫ 

①  生徒が学校にいる間（授業及び部活動中）に大規模な災害が発生した場合 

(1) 生徒については、地震時は身を守る行動をとり、揺れがおさまったら、余震に備えて校庭

へ避難させ、生徒の確認・保護を優先する。以降は、臨時休校とする。 

(2) 職員が通学路等の安全状況を確認し、帰宅可能かどうかの判断をする。 

(3) 生徒だけでの帰宅が困難な場合は、直接保護者または家族に引き渡すまで生徒を校内の安

全な場所で待機させる。帰宅可能と判断した場合は、教職員引率のもと、地域毎に集団下校

させる。 

(4) 小学校に弟や妹が在籍する生徒の場合、可能な限り小学校と連携を図り、対応する。 

(5) 家庭に電話等が通じない場合は、学校待機とする。 

 



② 登下校途中で大規模な災害が発生した場合 

(1) 全職員が各通学路の点検パトロールを行う。 

(2) 生徒を発見した場合、その場の状況に応じて、その場での待機、学校への避難、帰宅（直

接保護者に引き渡せる場合）のいずれかの判断をする。 

(3) 生徒へは、基本的には無理に行動せず、危険な場所を避け、通学路上の安全な場所（公園・

近くの学校の校庭・広い空き地 等）に一時的に避難し、揺れがおさまった後、原則として

登校、または下校するよう指導する。 

(4) 通学途中での安全な避難場所を事前に家庭で確認するよう指導しておく。 

 

③ 休日や夜間など、自宅にいる時間帯に大規模な災害が発生した場合 

(1) 前日の下校以降、登校までに発生した場合は、当日を臨時休業の措置をとる。 

(2) 土・日・祝日及びその前日に発生した場合は、休業日明けを原則、臨時休業とする。 

(3) 翌日登校するか自宅待機するかについては、職員が通学路の安全状況を確認したうえで、

学校から家庭に連絡する。学校から連絡するまでは、自宅待機とする。 

 

≪家庭への緊急連絡≫ 

○ 携帯電話による通信が復旧した場合は、電子メールによる学校からの情報配信システムを利

用して連絡する。情報配信システムに登録されていない保護者へは、電話が復旧した段階で、

電話による連絡をする。 

○ 電気が復旧しインターネットが閲覧可能な状態では、本校ブログやホームページ上で『連絡

事項』を掲載し周知する。 

 

  ≪電話について≫ 

   ○ 学校の電話番号（通常時）：０５０－７１０２－９２０５ 

     災害時優先電話（停電時を含む）：０７２－８４３－８５５０ 

 

 


